
＜４ 発音学習の実際＞  

○「音器」→発音するための舌や顎・唇などを

いう 

○「音器訓練」舌や顎・唇などの運動  

○イモ舌→ スプーン舌をつくる 

〇息づかいの練習→→細く長く息を出す練習  

例：「ろうそく 」「ストロー」「吹き戻しなど」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○誘導法：遊びの中で目的の音 「わんわん」 

○器具法：身近なものを利用 「セロファン・ろうそく」 

○比較法：他の音と比較して発音を誘導する 

○触感法：構音部位に手を触れて音を感じ取らせる 

○色別法：音を色分けして、組み合わせながら誘導  

○統合法：既習音と音を結んで目的の音を誘導する 

○サイン法：指導者と子どもとの間で約束された 

発音サイン 

○混合法：あらゆる指導法を組み合わせて用いる方法  
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平成２９年度 第２回 きこえとことばの基本研修会 

講演の主な内容 

「  

１ 発音学習の目的と原因 

２ 発音指導法 

３ 発音の評価 

４ 発音学習の実際 

 

 

＜１ 発音学習の目的と原因、指導のポイント＞ 

○傾聴態度を育てる 

○ほめながら、励ましながら（嫌いにさせない） 

○根気強く指導に当たる（一朝一夕にはできない） 

○実態に合わせて覚えやすい音から取り組む。 

（母音、パバマ表） 

○無理には進まない。（急がば回れ） 

○音声的知識を身に付ける。（発声器官や調音点を知

る） 

○発音指導と並行してキャリーオーバーの指導が必要  

（学習した音を般化させる）  

※日本語の音韻意識を育て、日本語の獲得を目指す 

＜２ 発音指導＞

法 

テーマ 「発音学習の実際（実習）」   講師 芳賀公彦教諭 

 

＜参加者の感想＞ 「発音学習」について、経験談や「ウェファ」や「ボーロ」を使っての訓練の実

際、また様々な教材づくりを通して、楽しく研修を行いました。また、発音指導について、それぞれ

の抱えている疑問点や意見などについて、アドバイスをいただき、有意義な時間となりました。 

高性能の補聴器や、人

工内耳を装用していても

「発音の練習」、「日本語の

獲得」は必要！ 

＜３ 発音の評価＞

「発音明瞭度検査」：筑波大学附属聾学校  

（現：筑波大学附属聴覚特別支援学校 

にて考案） 

 


